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三の丸の歴史とまちの風景
～三の丸の景観を守り、育てるために～

景観を考える視点

平成３０年２月１日

ＮＰＯ茨城の暮らしと景観を考える会

三 上 靖 彦

三上靖彦 ５９歳
【略 歴】
・昭和３４年１月 水戸市南町に生まれる
・昭和４０年３月 水戸市立三の丸幼稚園 卒園
・昭和４６年３月 水戸市立三の丸小学校 卒業
・昭和４９年３月 水戸市立第二中学校 卒業
・昭和５２年３月 茨城県立水戸第一高等学校 卒業
・昭和５６年３月 筑波大学第一学群自然学類 卒業（地球科学）
・昭和５８年３月 筑波大学大学院修士課程環境科学研究科 修了（学術修士）
・昭和５８年４月 株式会社 地域計画連合（東京） 入社
・平成 ２年４月 株式会社 ミカミ（水戸） 入社
・平成 ４年２月 技術士（建設部門・都市及び地方計画）
・平成１０年６月 株式会社 ミカミ 代表取締役 現在に至る
・平成１２年１月 ワシントン大学経営大学院リーダーシップベーシックコース修了
・平成１３年９月 ワシントン大学経営大学院リーダーシップアドバンスコース修了
・平成２６年７月 建設事業関係功労者として国土交通大臣より大臣表彰を受賞
・平成２７年５月 全国測量設計業協会連合会会長表彰を受賞
・平成２８年４月 認定都市プランナー（都市・地域経営）
・平成２８年７月 リノベーションスクールプロフェッショナルコース全課程修了

【専門分野】
・自然地理：理学（なぜそうなのか、を問う基礎科学）

地形学（河川地形、海岸地形、平野の地形、台地の地形、丘陵地の地形、など）、土地条件
・まちづくり：工学（だからどうする、を問う応用科学）

都市・地域経営、プロジェクトマネジメント、エリアマネジメント、市街地整備計画、中心市街地活性化計画、
観光振興計画、拠点地区開発計画、ＮＰＯや市民主体によるまちづくり

【著 書】
・技術士活躍情報 （平成 ６年・経営情報出版社／共著）
・夢を追う技術者・技術士 （平成１０年・コロナ社／共著）
・中心街元気マニュアル （平成１２年・商店建築社／共著）
・技術士第二次試験合格完全対策 （平成１４年・経林書房／共著）
・水戸空間診断 dead or alive （平成１６年・筑波大学貝島研究室／共著）
・朝日新聞茨城版「暮らし経済あれこれ」 （平成１６年１１月から平成２０年３月まで連載）
・インフラ・まちづくりとシビルＮＰＯ （平成２６年・土木学会／共著）

１

水戸で生まれ育つ。幼稚

園から高校卒業まで１３

年間、水戸城の中で学ぶ。

新しい公共（共助）によるまちづくりの時代

新しい公共：自助・共助・公助の中の「共助」
・自助を支える共助

・ 「小さな官」のもとでの「豊かな公」を提供する「民」の力

・草の根の力、民間資金の活用

・官民協働：その基本は民主導。まずは民が動くこと。
・後ろから官（資金や制度）がついてくるもの（支援する立場）。

・「公」は昔からそれぞれの立場で、主体性をもってやるべきこと。

公 公
ボランティア 今までの「公共」 新しい（本来の）公共・共働

民 官 民 官

補助金

私 私公＝官の領域

私＝民の領域

公＝官民の領域

私＝民の領域

２
【社会的活動】
・平成１５年 ５月 ＮＰＯ法人 茨城の暮らしと景観を考える会 理事・事務局長
・平成１７年 ４月 水戸コミュニティ放送（ＦＭぱるるん）番組審議委員会 委員
・平成１７年 ８月 県営公園指定管理者選定委員会 委員長（茨城県公園街路課）
・平成１７年 ９月 水戸オセロプロジェクトいばらき推進委員会 事務局長
・平成１８年 ２月 道路空間検討委員会 委員（国土交通省常陸河川国道事務所）
・平成１８年 ２月 水戸市景観審議会 委員（水戸市都市計画課）
・平成１８年 ９月 茨城県出資団体経営改善委員会 委員（茨城県出資団体指導監室）
・平成１９年 ３月 ＮＰＯ法人 茨城の暮らしと景観を考える会 代表理事
・平成２０年 ８月 茨城県快適な社会づくり推進会議 委員（茨城県政策審議室）
・平成２０年 ８月 水戸藩開藩四百年記念『桜田門外ノ変』映画化支援の会 事務局長
・平成２０年１０月 水戸市中心市街地活性化協議会 副会長
・平成２１年 ２月 コミケでまちおこし・みと実行委員会 副会長
・平成２１年 ８月 いばらきデザインセレクション審査委員（茨城県デザインセンター）
・平成２２年 ２月 茨城県総合計画審議会 活力あるいばらきづくり部会 委員（茨城県企画部）
・平成２２年 ７月 茨城県民文化センター指定管理者選定委員会 委員（茨城県生活文化課）
・平成２３年 ４月 偕楽園・弘道館復興支援の会 副会長
・平成２３年１０月 ＮＰＯ法人 日本再生プログラム推進フォーラム 理事（地域のひな型研究会担当）
・平成２５年 ５月 関東ＩＣＴ推進ＮＰＯ連絡協議会 幹事（総務省）
・平成２５年１１月 水戸商工会議所 常議員 観光振興委員会 委員長
・平成２６年 ３月 水戸市観光審議会 副会長（水戸市観光課）
・平成２６年 ４月 ＮＰＯ法人 シビルＮＰＯ連携プラットフォーム（ＣＮＣＰ） 理事
・平成２６年１１月 水戸市都市交通戦略会議利用促進部会 副部会長（水戸市地域振興課）
・平成２７年 ２月 ＣＮＣＰソーシャル・ビジネス提案コンテスト実行委員会 委員長
・平成２７年 ３月 旧水戸城大手門等復元整備促進実行委員会 委員（水戸市文化課）
・平成２７年 ４月 水戸市まち・ひと・しごと創生有識者会議 委員（水戸市政策企画課）
・平成２７年１２月 リノベーションまちづくり＠水戸 実行委員会 アドバイザー
・平成２８年 ２月 水戸どまんなか再生プロジェクト会議 副座長（商業空間のマネジメント担当）
・平成２８年１１月 水戸商工会議所 常議員 コンパクトシティ・まちかな居住推進委員会 委員長
・平成２８年１１月 株式会社まちみとラボ 代表

３

４

出典：水戸市

５

出典：水戸市
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６

こんな街にしたい！

京成

百貨店

M-SPO

水戸駅

三の丸庁

舎

弘道館

芸術館

新市民会

館

７

水戸城跡

東照宮

レーベン

水戸南町

ドーミー

イン

三の丸

再開発

M’ｓ I

８ ９

水戸のまちなかでの大きなプロジェクト
１０

アダストリア本店建替

丸井改修グロービス水戸校

M-WORK

M-SPO

水戸市民会館

大手門復元

土塀と法面整備

角櫓復元
三の丸再開発

ペデ改修

弘道館文館復元

お休み処整備
鹿島神社整備

118号整備

北柵御門等整備

トンネル改修

景観まちづくり刷新支援事業
１１

（平成２９年～３１年）
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大手門佐竹義宣が慶長6年（1601年）
に建てた二重門形式の門。

１２ 大手門（復元予定）平成29年より復元整備工事。 １３

大手門（瓦塀）
発掘調査で発見された瓦塀跡。
国内最大規模。黄門様の時代のもの。

１４ 二の丸土塀（復元予定）
平成29年からの大手門の復元
整備工事に合わせて復元予定。

１５

二の丸角櫓（復元予定）
平成29年からの大手門の復元
整備工事に合わせて復元予定。

１６ 二の丸角櫓（復元予定） １７
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義公生誕の地（黄門神社） １８ 水戸城三階櫓 １９

水戸城址での歴史的景観づくり
水戸城址における歴史的景観形成事業
歴史的景観の形成を推進するため、県立水戸第三高等学校の敷地に、武家屋敷風の意匠

を凝らした白壁塀及び石垣風擁壁、高麗門等を設置する。高校の敷地をWILLが無償で借

り受け、社会資本整備総合交付金で整備。

２０

NHK『ブラタモリ』＃６１ 水戸
２１

水戸藩の精神『あるものを活かす』
２２ ２３

龍安寺の「知足の蹲踞」
吾唯足るを知る
知足の蹲踞（つくばい）：茶室蔵六庵の露地にある。
蹲踞は茶室に入る前に手や口を清めるための手水鉢のこと。
水戸藩主徳川光圀公（黄門様）の寄進によるもの。
「知足のものは貧しといえども富めり、不知足のものは富めりといえども
貧し」という禅の格言を謎解き風に図案化したもの。

欲しがり屋さんでは、どこまで頑張っても豊かになれない。
幸せになれない。
ないものねだりは不幸になる。

あるものを使って、暮らしの豊かさに繋げる
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・景観十年、風景百年、風土千年。
良い景観は、十年を経て定着し、やがて風景に移り変わる。
そしてついには、その土地の風土となる。
逆に、駄目な景観は十年も持たない。

・景観は文化度（品格・美意識）。
地域の景観は、暮らし、産業、教育、思
想、風土の結果として表れる文化度。

・景観の良し悪しは？
人の感性には個人差がある（その差はかなり大きい）
それでも、
「違和感」については共通するところが多い。
良い景観：違和感がないこと（デザイン、素材、色彩）。

当たり前のところに当たり前のモノがある。
悪い景観：「それって、ないよね」。「ちょっと変だね」

※国産風景にはこだわらない（輸入文化：寺・和服・稲穂・漢字）

日本の景観
２４

東海道五十三次から
とても美しい。
絵だから？

２５

名所江戸百景から
２６

とても美しい。
絵だから？ 幕末から明治初期の写真 実際にとても

美しかった。

２７

イザベラ・バード 日本奥地紀行
２８

日光「社殿の美しさは、西洋美術のあらゆる規則を度外視したもので、人を美のとりこにする」

新潟「町は美しいほどに清潔……よく掃き清められた街路を泥靴で歩くのは気がひけるほど」

米沢「美しさ、勤勉、安楽さに満ちた魅惑的な地域……どこを見渡しても豊かで美しい農村」

江戸の町並み
２９墨絵の世界。

モノトーン。
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日本の農村集落
３０

その土地の風土にマ
ッチした風景。

実は今でも残っている そば屋ではなくて
３１

例えば・・

・広告看板のない街
看板を取り払っただけで観光客は集まる。
（欧州・黒川温泉、など）

→基本的に素晴らしい資源があるが、
広告看板がそれを邪魔している。

→欧州では、案内看板（サイン）だけ。
広告看板は店の真正面のみ。
（ホテルと病院の看板はある）

→日本でも、広告看板のない世界がある。
駅や空港の中には、サインはあるが、
広告看板は店の真正面にしかない。
（でも、欧州の街角の風景と違って、個性がない、無味乾燥）

広告看板のない風景
３２

景観を

損なわないために 欧州の街角から
広告看板がなく
個性が光っている。

３３

黒川温泉
看板を取り払っただけで
価値が高まった。

３４

広告看板のないところ
必要十分。
誰も困らない。

３５
個性はないが
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公共性について
・個性を主張すると個性が失われる
一人ひとり、一つひとつの建物が個性を主張すると、
全体としての個性は失われる。
→皆の我慢（ルールがきちんとあり、それを守る）で、
地域の個性が光る（看板、色、デザイン、素材）

→これは、公共性の基本である。

・公共：ルールや規制を作り、守り、育て、我慢すること
→皆が我慢する、ルールを守ることで、
皆が得をする仕組みが公共。これが地域づくりの基本。

→地域を愛する多くの市民がパブリックマインドをもって！
→これは当たり前のこと。個性を出すことはむしろ罪かも。
→「公共」は官の仕事ではなく、官民協働だ。

３６

・・と言う訳で

・中心市街地や歴史など市民が価値を共有する場所

公 公
ボランティア 今までの「公共」 新しい（本来の）公共・共働

民 官 民 官

補助金

私 私

・公共の意味合いを持つものとして
土地利用
景観・風景
建物のデザイン、素材、色彩、など

公＝官の領域

私＝民の領域

公＝官民の領域

私＝民の領域

３７

公共の概念

日本の街角風景
それぞれが
個性を主張し過ぎ。

３８

にもかかわらず・・ 欧州シエナの街の風景
ルールは厳しいが
美しく価値が高い。

３９

自由でもいいでしょう？
・それでも自由にやりたい！
自分勝手にやりたい、自由にやりたい。
→しかしそれは、エリア(地域)としての価値を低下させる。
個性的な建物が街並みを壊し、街の個性を奪う。

・我慢すると・・。
→エリアの価値が高まり、自分自身の価値も高まる。
欧州のルールは厳しいが、美しい。

・自由は、公共の福祉（皆が得をする）に反しない限り・・。

※交通ルールがないと大渋滞、大事故。
暗闇の体育館を歩くのは怖い。ガードレールがあると安心。

※独り勝ちの弊害（駅ビルや道の駅が、その最たる例）。
駅ビル栄えて街は衰退、乗降客も衰退。
道の駅栄えて街は衰退。

４０

という意見に対し
困った問題として

建築士？建築家？
・建築士は職人か、芸術家（建築家）か。
建築士が芸術家になり切ると・・
→特徴的な、目立つ作品を街の中に。
その結果、日本の景観を壊し続ける（いまだに量産中）。

→芸術家なら、その作品を自宅か倉庫か博物館の中へ！

※建築士の見識にもっと期待したい。

４１
困った問題として
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ルールづくりを
・都市計画行政としての責任（７０年間放置した結果）
現場対応は建築行政であるが、基礎となる方向性を決める
のは都市計画であり、その中の景観行政である。

・過去のことはともかく、これからのことを考えよう
①まずは広告看板をやめることから始めよう。
上品な街に化ける一番簡単な方法。

②そして、デザインルールを決め、景観づくりを。
７０年かけて悪化した景観を、これからの７０年、
あるいは今世紀中を目標に改善を。

③一方で「緑のブリッジ」（建物を緑でつなぐ。緑で隠す。緑で奥行き。
千波湖と緑が見えて「水戸の帰ってきた！」。
このイメージを駅前に、大通りに、街の隅々に。

４２
だから大切なことは

景観教育
・景観教育（パブリックマインド＝美意識の教育）
→計画づくりの前に、まずは「公共性に対する教育」を。
そして、「パブリックマインド」「美意識・真善美」の醸成を。

→パブリックマインドがあれば「禁止」とか「違反」ではなく、
皆が、自分なりの「真・善・美」で主体的にコントロールできる。

→禁止？違反？いやいや、そんなことやらないよ！

ルールは邪魔者ではない。社会を円滑にするための、必要不可欠なも
の。暮らし易く、住み易く、誇りの持てる価値のある地域にするために。

・パブリックマインド（公共性）をもって

美しい風景を作りだそう。その美しい風景を活用しよう。使い倒そう。
暮らしの中に溶け込ませよう。暮らしそのものを美しい風景に。
その土地で豊かに幸せに暮らすために。

歴史的、文化的資源を、美しい景観の中で大切にし、自分たちの生き
方が輝くことによって、他の人の手本となるようにしよう。

４３
さらに

（日本人の国民性に織り込まれた特性）

日本遺産 近世日本の教育遺産群
－学ぶ心・礼節の本源－ ２０１５年４月

水戸・足利・備前・日田

我が国では、近代教育制度の導入前から、支配者層である武士のみならず、多くの庶
民も読み書き・算術ができ、礼儀正しさを身に付けるなど、高い教育水準を示してきた。

これは、藩校や郷学、私塾など、様々な階層を対象とした学校の普及による影響が大

きく、明治維新以降のいち早い近代化の原動力となり、現代においても、学問・教育
に力を入れ、礼節を重んじる日本人の国民性として受け継がれている。

構成文化財

水戸市：弘道館、常磐公園(偕楽園)、水戸彰考館跡、日新塾跡、大日本史
足利市：足利学校跡、国宝漢籍『礼記正義』『尚書正義』『文選』『周易注疏』、釋奠

備前市：閑谷学校、釈菜、備前国和気郡井田村延原家文書、熊沢蕃山宅跡、井田跡

日田市：咸宜園跡、日田市豆田町、廣瀬淡窓旧宅及び墓、長福寺本堂、桂林園跡、咸宜園関係歴史資料

足利学校 閑谷学校 咸宜園 弘道館

室町時代中期 江戸時代前期 江戸時代後期 幕 末

４４

世界を驚かせた日本の力

世界を驚かせた急速な近代化と復興
一方、幕末から明治初期にかけて日本が欧米の植民地にならず、むしろ列強の仲間

入りを果たしたことや、戦後の焼野原からの復興、そして先進国入りを果たしたことは、

世界の大きな驚き。

世界を驚かせた秩序と礼節
終戦直後や阪神淡路大震災、東日本大震災・福島原発事故後の日本では、パニック
にならず略奪や便乗値上げもなく、人々が「秩序と礼節」「自己犠牲と静かな勇敢さ」

をもって行動したことを、世界は「日本人の国民性に折り込まれた特性」として絶賛、

世界中の人々を感動させた。

日本人の軸線と大きな事件、そしてその度に世界を驚かす
学ぶ心・礼節の流れが、日本人の大きな軸を構成。そこに維新回天、昭和の敗戦、平
成の震災などの大きな事件がクロス。その時々の日本人の振る舞いが世界を驚かせる。

産業革命 列強 復興 礼節 復興 先進国 礼節 礼節

維新回天 関東大震災 敗戦 阪神淡路大震災 東関東大震災

４５

学ぶ心・礼節の本源

パブリックマインドを持って
・パブリックマインド（公共性）をもって
美しい風景を作りだそう。

その美しい風景を活用しよう。

使い倒そう。

暮らしの中に溶け込ませよう。

暮らしそのものを美しい風景に。

その土地で豊かに幸せに暮らすために。

歴史的、文化的資源を

美しい景観の中で大切にし、

自分たちの生き方が輝くことによって、

他の人の手本となるようにしよう。

４６

欧州の暮らしとまち
自分たちの暮らしぶりを、日常を見せる
特別に観光用に着飾ったものではないが、
昔ながらの衣食住そのものを見せている。
自分たちの資源を使い倒し満足しているだけ。
それが美しい。売れる。観光資源になっている。
（風景として、観光地として、ライフスタイル、土産物として素晴らしい）

資源を使い倒す日常こそ「個性」であり、その延長に「魅力」 「競争力」
「持続可能な豊かさ」がある。 持続すること＝健康で幸福であること。

４７
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茨城や水戸の例
イメージランキング最下位常連の茨城（個別資源は国内一等級）
県民性として、自慢しない、否定的、自虐的、満喫していない
甲府・三河人にとっての果物と、茨城人にとっての果物の違い。
東京市場で高く売れても、地元が満喫しなければ誇りにならない。

水戸の例
素晴らしい歴史と文化、自然。
・消耗品ではない資源
＝蓄財としての資産

資源を満喫していない。
あるけど使っていない。
ないものねだり、隣の芝生ばかり。
だから暮らしが豊かではない。

薩摩の誇り：桐野利秋・・・薩摩では「人切り半次郎」も英雄！
どの地域にも、実は豊かさに繋がる十分な個性がある。
誇りに出来る、競争力のある個性がある。 自己満足で地域を満喫！

常陸の國は常世にして・・ ４８ 弘道館・水戸城跡周辺地区 歴史まちづくり散策マップ
４９

大手門復元

土塀と法面整備

角櫓復元

弘道館文館復元

お休み処整備

鹿島神社整備118号整備

北柵御門等整備

トンネル改修

弘道館・水戸城跡周辺地区 歴史まちづくり散策マップ ５０

特定非営利活動法人

茨城の暮らしと景観を考える会

ＷＩＬＬ

景観整備機構
（茨城県）

中心市街地整備推進機構
（水戸市）

目的と期間を明確にした
プロジェクト型のチーム編成と運営

実践的な取り組みと成果を誇る
まちづくり集団

〒３１１－４１５３
水戸市河和田町４４７１－４５
０２９－２５３－６５４０


